
































( )小泉八雲「日本絵画論 『太陽』明治30(1897)年7月20日2 」
Hearn, Lafcadio, About Faces in Japanese Art. 本稿ではGleanings in Buddha-fields : studies of ha( )3
nd and soul in the Far East(1897) 所収を参照。
( )高成玲子「ハーンは浮世絵に何を見たか 『富山国際大学現代社会学部紀要』平成21(2009)年3月4 」
( ) Edward F. Strange, The Japanese Collections in the National Art Library, And their uses, South5
Kensington Museum, Transactions and Proceedings of the Japan Society , VolumeⅣ, London, 1895.


















で、その発端としてこの二年前 年ロンドンで開催された「第 回倫敦日本協会」での出1895 5
( )5












































































( ) 大町桂月「藝術と面貌 『太陽』第11巻1号、明治38(1905)年1月10 」




、 、 。 。 、 、男も 女も 尊げなさまなし 男に多きはひよつとこ面也 女に お多福的美人あるも
( )






























































( ) 記者不詳「表情寫生の一法 『日本美術』明治37年3月15 」
( ) 記者不詳 『朝日新聞』明治37(1904)年10月23日16 、
( ) 「藝苑雑感 『帝国文学』明治37(1904)年11月（小泉八雲記念号 （和田英作「あるかなきかのとげ」17 」 ）。
評）
( ) 記者不詳「今年の白馬会（八 『毎日新聞』明治37( 1904)年10月31日 （和田英作「あるかなきかのと18 ）」 。
げ」評）
( ) 明治38年5月に刊行された白馬会の機関誌『光風』創刊号には 「表情の話」という標題でダーウィンの19 、
『人類及動物に於ける感動の表現』の抄訳が掲載されている。また、藤島武二自身、明治43年帰朝後の所感と
して 「ことに目立つて感じられるのは、日本婦人の顔面が表情に乏しいことである」と述べている（ 表情と、 「





























( ) 新渡戸稲造「日本人は凡べて表情が足らぬ 『新公論』明治40年6月。ちなみに富山大学ヘルン文庫には20 」
新渡戸からの寄贈書『武士道』(1900)が所蔵されている。
54
の問題を日本の身体の問題と直結するものとして次の様に慨嘆する。
( )20
百姓の絵にしても、子供の絵にしても、顔に更に其表情と云ふことがない、精神
が現れて居ない、即ちエキスプレッションとい云ふものが無い。
是は絵許りではない、一体日本の弁士でも文客でも、御互の話する場合でもさう
である。
是は喜怒哀楽の外に現さぬと云ふ一個の褒むべき趣意から割り出して居るのかも
しれぬが、又一方に此支那の―日本人に余り適しない所の―支那の美術思想が入
ッて来た結果ではないかと思ふ。
ここで注目したいのは無表情の責任を中国からの影響に転嫁させている点である。日本人に
特有の抑制された表情について、ハーンは東洋特有の思想に基づく美徳として、また長谷川天
溪はそれを「武士道」の名残として捉えていた。表現こそ違えど日本人の無表情さは、旧来の
思想に基づくものとして捉えられている点でいずれも共通しているのである。もちろん、実際
に儒教思想が日本人の無表情の原因であるかどうかは重要な問題ではない。周知の通り旧思想
の克服は近代化に奔走する明治大正という時代に通底する重要なテーマだったのであり、日本
人の表情を「無表情」として非難することそれ自体に意味があったといえる。つまり、それは
暗黙の内に旧来からの儒教的思想やそれに基づく振る舞いのコードを否定する事と通じてお
り、その一つとして「表情」にその尺度が当てられていた。本稿冒頭でも表情の度合いをめぐ
る違和感について触れたが、他者の表情をみるまなざしは時に他者あるいは自身を計ろうとす
る欲望とは無関係ではないのである。
以上見た通り明治 年代という期間は、近代日本において表情という語が生成し、それが30
美術批評の言説と結びついていく時期であった。また同時に「無表情な日本人」という像は美
術における再現表象の問題、また近代化のための旧習の克服の問題と密接に重なり合いながら
醸成されていったのであり、ハーン「日本絵画論」はそれら言説の根底に潜む結節点（始点）
として捉えることができるのである。
